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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月7日(2010.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板上に形成された第１電極と、
　前記第１基板と対向する第２基板と、
　前記第２基板上に形成されており、前記第１電極と対向する第２電極と、
　前記第１及び第２電極の間に液晶を注入することにより形成される液晶層と、
　前記第１電極に複数回にかけて電荷を供給することによって前記液晶の配向を転移させ
るベンド電圧を印加する複数の電荷供給部と、
を含む、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶の配向転移によって前記液晶の配向がスプレイ配向からベンド配向に変換する
、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記電荷供給部は、前記液晶表示装置が映像を表示する前に前記ベンド電圧を前記第１
電極に印加する、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記電荷供給部は、前記液晶表示装置が映像を表示する間前記第１電極に共通電圧を印
加する、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記電荷供給部は、
　前記共通電圧と基準節点の間に接続されたキャパシタと、
　ベンド電圧と前記基準節点の間に接続された第１スイッチング素子と、
　前記基準節点と前記第１電極の間に接続された第２スイッチング素子と、
を含む、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１及び第２スイッチング素子は交互に導通する、請求項５に記載の液晶表示装置
。
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【請求項７】
　前記ベンド電圧は、前記共通電圧より高い電圧である、請求項６に記載の液晶表示装置
。
【請求項８】
　前記電荷供給部は、前記共通電圧と前記第１電極の間に接続された第３スイッチング素
子を更に含み、
　前記第３スイッチング素子は、前記第１電極が前記ベンド電圧で充電された後導通する
、請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記ベンド電圧は時間が経過するにつれて電圧レベルが上昇する、請求項８に記載の液
晶表示装置。
【請求項１０】
　第１基板、前記第１基板上に形成された第１電極、前記第１基板と対向する第２基板、
前記第２基板上に形成されており、前記第１電極と対向する第２電極、そして前記第１及
び第２電極の間に液晶を注入することにより形成された液晶層を含む液晶表示装置の駆動
方法で、
　前記第１電極に複数回にかけて電荷を供給することによって前記液晶の配向を転移させ
るベンド電圧を印加する段階と、
　前記第１電極に共通電圧を印加する段階と、
　前記第２電極にデータ電圧を印加して映像を表示する段階と、
を含む、液晶表示装置の駆動方法。 
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